
2016 ICSC 1J第一週 王国の福音

Ⅰ 福音の定義:神聖な真理の総合計、イエスキリストに関する宣べ伝えです;旧約の約束/予言/予表と新約の成就を含みます

福音は聖書におけるすべての真理を含みます。ですから聖書全体は神の福音です。 /参考 2009 ST 神の福音;エペソ1:13; コロサイ1:5 ガラテヤ3:14

A 福音は神聖な真理の総合計です

真理は福音です、真理の光は福音の光です、召会の今日の唯一の使命は福音の宣べ伝えです、また福音の内容は真理です。 /ヨハネ8:32;Ⅰテモテ2:4

B 旧約の予表と新約の成就を含む

福音は全旧約の成就です。福音は約束、予言、予表を成就し、律法を除き去りました。これが福音の満ち満ちた定義です。 /マルコ1:1; 創世記3:15

Ⅱ 四福音書の中の福音の啓示:四福音書は福音の各面を啓示しています /マタイ24:14 マルコ16:15-16 ルカ1:77-79 ヨハネ15:5,16

A マタイ－王国の福音、人を王国の中へともたらす

マタイによる福音書で、王国の福音の目標は、人々を神の中へともたらして、天の王国の国民とすることです。 /マタイ28:19,24:14;ローマ14:17

B マルコ－新創造の福音、人を新創造の中へともたらす

マルコによる福音書で、福音の宣べ伝えは、旧創造の一部分を新創造へともたらすことです。 /マルコ16:15-16;ルカ6:15

C ルカ－罪の赦しの福音、人を神の定められた祝福へともたらす

ルカによる福音書には、罪の赦しの福音があり、贖われた人を神の定められた祝福に連れ戻します。 /ルカ24:47,1:77-79;エペソ1:3

D ヨハネ－命の福音、人に実を結ばせてキリストの増し加わりとならせる

ヨハネによる福音書には、永遠の命があり、わたしたちにキリストのからだの建造、すなわちキリス トの増し加わりのために、実を結ばせます。

/ヨハネ15:16;ローマ12:4-5

 王国は福音の中心/車軸; 新創造の福音、罪の赦しの福音と命の福音、その目標は神の王国をもたらすことです！

認識



Ⅲ.王国の福音を見る重要性:福音とは神の王国の福音であることを、わたしたちが見るのは極めて重要です
／マルコ1:15 マタイ3:2 マタイ4:17 マタイ24:14 マタイ28:19

第一週 （続き）

＊神の目標は王国をもたらすことです

A 神の王国は神の神が権威をもたれる領域です
神の王国は神聖な領域であり、神が彼のご計画を成し遂げるためです。
それは、神が彼の権威を行使して、彼が意図することを達成させる。

/ヨハネ3:3,5;マタイ12:28;啓示11:15
1 内容:神の王国は神の支配、統治であり、そのすべての祝福と享受があります
2 表現：王国は、神が彼の権威を行使する領域であり、彼に彼の栄光を表現させる

/マルコ1:15;コロサイ1:13 マタイ6:10,13

B 宇宙の問題は神の権威に対する反逆です
宇宙における根本的な問題は、神の権威に対する反逆です。
神に人を統治させません。 /イザヤ14:12-14;創3:6,11;ローマ5:12

C 福音を宣べ伝えて、人を神の天的権威の下にもたらします
王国の福音を通して、神は人を、天的権威の支配の下にもたらします。
それは、彼らが彼の王国となるため、すなわち、
彼の権威によって支配されている人になるためです

/マタイ24:14;啓示1:5-6

D ですから,神の国を宣べ伝えることが神の欲している真の福音です。
新約の福音の宣べ伝えは、王国について語ることです。
なぜなら、神の王国が真の福音であるからです。 /マルコ1:15

＊救いが人に臨むのは王国のためです

E 福音は神の王国へと入るためです
福音は王国のためです。福音が告げ知らされるのは、 反逆的な罪人が救われ、
資格づけられ、装備されて、神の王国へと入るためです /使徒8:12

1 中心:命の福音,恵みの福音、救いの福音は、すべて王国のためです。

2 目標：王国の福音は、人々を神の救いへともたらすだけでなく、また王国へともたらします
3 領域:信者を神聖な王国の中で、神聖な命の祝福にあずからせます。

/ヨハネ3:16;使徒20:24,4:12;Ⅰﾃｻ2:12

F 天の王国の国民となる
王国の福音の目標は、人々を三一の神の中へと入れ、彼らを天の王国の国民
とすることによって、天の王国を設立することです。 /マタイ28:19;ローマ14:17

神の王国は永遠の過去から永遠の未来にわたる神の一般的な支配を指します。

天の王国は神の王国の中の特別な部分であり、今日の召会と来るべき千年王国
の天的部分だけを含みます /マタイ5:3 フットノート4

G 人は王国のために悔い改める必要がある
神はすべての人に王国のために悔い改めるように命じています

/マタイ3:2,4:17;使徒17:30

1 主に戻って服従する:悔い改めることの意味は、わたしたちがもともと反逆的で、
神に逆らっていたのが、今は主に戻って服従するということです。

2 思いを変える：悔い改めるとは、思いを変えて後悔に至り目的を転換させることです。 /ルカ5:32 

3 王国へと入るため:我もしわたしたちが悔い改めないなら、すなわち、

観念を変えないなら、王国へと入ることはできません。

Ⅳ.わたしたちは王国の福音を宣べ伝える必要があります:
王国の福音は、すべての民に対する証しのために、人の住む全地に宣べ伝えられ、それからこの時代の終わりが来ます。

/マタイ24:14 28:18-19

A 主の召会を通して:王国福音は、主の回復の中の諸召会を通して（神のエコノミーのビジョンと王国の福音の啓示を見る）、人の住む全地にもたらされなければなりません。 /Ⅰテサロニケ1:8

B 主の権威を用いて:いっさいの権威は復活したキリストに与えられているので、彼は弟子たちを遣わして、すべての諸国民を弟子とさせます。彼らは、彼の権威をもって行きます。

1 人を王国の民とならせる:諸国民を弟子とするとは、異邦人を王国の民とならせることです。 /Ⅰテサロニケ1:9,2:12

2 人を三一の神の中へともたらす:わたしたちが福音を宣べ伝える内在的な目的は、諸国民を三一の神の中へともたらすことです。

3 まず三一の実際へとバプテスマされる:マタイによる福音書によれば、父、子、霊の実際の中へとバプテスマされます。

4 それから三一の結合の中で生きる：三一の神との結合の中へと浸し込まれ、そして自分たちの中へと造り込まれた三一の神で確立され建造された人々によってのみ、

神の天的王国は構成されることができます。 /エペソ3:16-17;Ⅱコリント13:14

経験


